
一20一

グラフィックディスプレイ装置と物理探査におけるその利用

津宏治(物理探査部)

Iはじめに

グラフィック･ディスプレイ装置はコンピュｰタの入

出力端末の一種であるがコンピュｰタで処理された計

算結果図形情報等をディスプレイの管面上に極めて迅

速に表示することができるとともに表示された結果に

対して人間が何らかの判断を下しその判断に基づいた

反応をディスプレイの管面を通してコンピュｰタに伝え

ることのできる装置でありマン･マシン･コミュニケ

ｰション(コンピュｰタと人間との対話)には欠かすこ

との出来ないものである.又このグラフィック･デ

ィスプレイ装置はタイム･シェアリング･システムによ

り運用されている大型コンピュｰタに電々公社の特定通

信回線を介して接続されているためディスプレイ装置

の利用者は必要な時必要なだけ

コンピュｰタのサｰビスを受け

ることが出来る.TOSBAC.5600

一方物理探査の分野においコンピュｰタDNモ

デ

システム

てモデル･シミュレｰション340ム

����

法による地下構造解析にグラフ通信制御変復調

イック･ディスプレイを用い解装置装置

析の質'解析能率の大幅な向上

を図る試みが60年代の終りにな

･され70年代に入るとその有効

性が確かめられてますますこの

種の解析法が報告されるように杜った.

nにおいてグラフィック･ディスプレイ･システムの

ハｰドウエアソフトウエアについて説明し皿におい

てグラフィック･ディスプレイ装置が物理探査デｰタ処

理解析の分野でどのように利用されているかを紹介す

る.

】Iシステム構成

II-1ハｰドウエア

地質調査所に設置されているグラフィック･ディスプ

レイ･システムは電々公社の特定通信回線を介して㈱

日本科学技術研修所の大型コンピュｰタTOSBAC-5600

(256kwコアメモリｰ)に接続されている.このTO

特定通信回線

(転送遠皮1200ビット/秒)

写真1

グラフィック･ディスプレイ･

システム�
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SBAC-5600)はタイム･シェアリング方式により運用さ

れているため何本ものジョブが同時に並行(厳密には

同時ではない)してコンピュｰタのサｰビスが受けられ

る.そのためグラフィック･ディスプレイ端末の使

用者は他のジョブにわずらわされること溶くあたかも

この大型コンピュｰタを独占しているかのように使用す

ることが出来る･又特定通信回線のデｰタ転送スピ

ｰドは1,200ボｰ(ビット/秒)であり特定通信回線の

内では遅い方に属するが対話型式で使用するには十分

な転送スピｰドである.当所のグラフィック･ディス

プレイ･システムはグラフィック･ディスプレイ装置

キャラクタｰ･ディスプレイ装置グラフィック･タブ

レット装置ハｰド･コピｰ装置より成っており(写真

1)その全体のハｰドウェアシステムを図1に示す.

8.グラフィック･ディスプレイ装置(T-4014)

グラフィック･ディスプレイ装置は図形情報処理シス

テムの中核をなす装置で計算処理された数値図形

文字等を画面に表示することができ一方使用者の側か

らはクロス･ペアｰ･カｰソルキｰ･ボｰドより情報

をコンビュｰタヘ入力することができる(写真2).そ

の特長を記すと

1)表示部

2)表示面積

3)分解能

4)表示方式

5)入力方式

ワイド･スクリｰン(19インチ)

㌱��砲���

4,096×3,120の可視ポイント

ストレｰジ方式(表示のための特別放コア･

メモリｰを必要としない)

ク1ゴス･ペアｰ･カ｣ソル(ライト･ペンと

同様の機能を持つ)を任意の位置へ動かし

座標値を入力させるかキｰ･ボｰドより数

値文字を入力させる.

写真2グラフィッ

心｡キャラクタｰ･ディスプレイ装置(T-4023)

T-4014とは異なり本装置はリフレッシュ･タイプ

のディスプレイ装置である.つまり24線×80キャラ

クタｰの合計1,920キャラクタｰ分のコア･メモリｰを

内蔵しているため表示の一部の除去変更が可能である.

その名前が示すようにキャラクタｰしか表示出来な

いが本装置を用いることによりプログラムの作成能率

を大幅に向上させることが可能になった.

6.グラフィック･タブレット装置(T-4954)

グラフィック･タブレットはタブレット表面上のペ

ン位置をディジタノレ量に変換しT-4014を通して直接

コンビュｰタヘ転送することが出来る(写真3).即ち

アナログ･デｰタをディジタノレ･デｰタに変換する装置

である.アナログ･デｰタをディジタル･デｰタに変

換するものとして普通ディジタイザｰが使用されるが

本装置はこれに比較してディジタイズ作業に誤操作が

あったかどうかをグラフィック･ディスプレイ装置画面

でモニタｰすることが出来又ディジタル化された値

が直接中央コンピュｰタに送られ直ちにそのディジタル

量に演算処理をほどすことが出来る点が大きな特長であ

る･もちろんディジタル量をまとめてディスク又は

磁気テｰプに保存することも可能である.もう一つの

特長は従来の同等の精度をもつディジタイザｰに比較し

ク･ディスプレイ装置

写真3グラフィック･タブレット装置�
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て大変低廉であることである.その性能を記すと

1)サイズ94.2cmx104.6cm

2)入力可能領域78.03c血x97.5辺｡m

3)分解能0,025cm

五.ハｰド･コピ7･ユニット(T一五631)

T-4014に接続されT-4014のスクリｰンに表示さ

れた図形数値等をそのまま短時間に鮮明にコピｰする

ことができる.

その性能を記すと

1)ぺ一バｰ･サイズ21.59cmx27.94cm

2)コピｰ時間8秒

3)現像方式熱現像乾式

瓦一2ソフトウェア

割.TSS(タイムシェアリングシステム)

コンピュｰタの運用方式は大別してバッチ処理方式と

TSS方式とがある､バッチ処理方式はほとんどのコン

ピュｰタ･センタｰで採用されておりコンピュｰタの

使用効率上からみれば大変好ましい方式である.しか

しこの方式ではタｰン･アラウンド･タイム(演算処

理の要求があってから処理結果を得るまでの時間)が長

くなり図形情報処理には好ましく狂い.なぜなら

図形情報処理においては従来の数値計算と異なり問

題を局部的でなく総合的に捉え人聞が随時必要狂判断

を下しながらコンピュｰタの能力を活用しようとするた

め必然的にコンピュｰタを独占することになる.し

かしながら人間が判断考慮している間コンピュｰタ

は動作せず利用効率が極めて悪い.そこでこの空き

時間を有効に活用ししかも各利用者に独占使用感を与

えるコンピュｰタの利用方式が考案された.それがタ

イム･シェアリング･システム(TSS)である.

TSSでは多数の端末装置とコンピュｰタを結合し多

くの利用者が同時にコンピュｰタを使用できるようにし

たもので.図2のように管理プログラムが接続中の利用

者に対してコンピュｰタの処理時間を数百mS程度の

こま切れにして割当て各利用者は見掛け上常時コンピ

ュｰタのサｰビスを受けているかにみえるシステムであ

る.

TOSBAC-5600のTSSには主なサブ･プログラム

として次のものがある.

･ABACUS……卓上計算機的使用

･BASIC………比較的少量のデｰタを数値処理するための

代数向き言語のコンパイラ実行ルｰチン.

協��

電源投入

����久

スイッチをLINEに

鯛の､､､､､国司キｰを押す一

CTRLキｰとAキｰ

を同時に押す

'TERMINAレ

ID一

表珂ミ

'端末の

Tor㎜i11阯ID

をクイプイン

布のメ･ソセ

ENTERC0則TROLRECORD$$$××x･･…

一シを表･ホす

る

$$$TSS又は

TSSと接続舳｡ACTSSiをキｰイン

布のメソセ

ｰシを表示す

る

使用者識別

コｰドをキｰイン

**申CONNECTREQUESTSENTTOT-5600***

TOSBAC-5600TSSON08/2箇/75AT09.OOO

USERID一

利用メ､→ト

フロクフム

利用者2

利用者n

フロクラム

コ■トロｰル

プログラム

CPU処理時閉

�業����

利用メ､→トプログフム���11

利用者､2.､.プログラム���一一

��Ir一一`�

��十一一=11…�

��;一�

利用者｡.,���

フロｰグラム���

コントロｰル��1首1;�

図2

TSS(タイ

ムシェアリン

グシステム)

の動作原理

有のメッセ

ｰジを表示すpASSWORD一一

る?

義一と一一･呼一め

P燗一的批キｰ一i

適当な㍗群ンド愛榊､ユ_ザ_の

プログ学ム受実亨]吋る

END王菩㌢瓦蓬寿一■4ン

図3TSSの下での端末の操作フロｰチャｰト�
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表1
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CSI乞E

�午�

�午刀

��卒

���

��刀
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䑓��
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���

���

���
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���
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�一

�久�

���

���

��刀

���

久坌�

久坐�

���

���

偏��

偏��

�協�

�協�

SW工NDO

��卒

���

･CARDIN･･

･EDITOR･･

･FORTRAN･･

･ACCESS…･･

PLOT-10のサ

ADEフ"･一叩･ソトの文字を山力する

管面を了ルフ丁二｡｣一メリックモｰドに寸ゐ

バックスベｰスを行う

ベルを鳴す

キｰ,･リヅジリタｰ;/を千'fう

'文字のサイズを調べ一る

破絨をかく

雌倣入力を行う

線をかく

破線をかく

管面を消去する

ブロク'ラムをストッフ'させる

ハｰドコピｰを行う

ブ

アルフ了カｰソルをホｰムポジシ〃にもっI〔くゐ

TCSとタｰミナルをイニシャライズすム

セノチメｰトルをテックポイント以になJ■･す

インチを"

ライノフィｰト`を舌子う

ビｰムを移莇させる

キ.､･リソジリタ'ソ･りiンフィ'一1''を行う

ERASEとHOMEを行う

一点,をかく

タｰミナルステ■タスをリストつ.する

〃をセｰツ''j㍉:〕

スクリｰンゥィンドウを千fう

蜘■票入力を行う

'{一チァルウィンドウを†jう

･バッチ･ジョブとしての処理をするために

タイム･シェアリング端末からバンチ･カ

ｰドの書式で入力を行なうための機能.

･テキスト･ファイルを作成保守し再生す

るための機能.

･代数用言語.

･ファイルの名前属性荏どに関する操作機

能.

ルｰチンｰ覧表

��

�何�

���

�協刀

��協

C1王RSIZ

���

�午十

�午卒

��十

���刀

���

���

���

���

偏��

���

�卅�

�佔�

���

���

卅�圀

卅��

卅��

卅�前

卅��

卅�圀

卅呍則

卅��

���

TABVE1え

�前

告��

呉��

��協

��博

���

Alフ寸一マットの文字の入力

A1フ･･一'りトの文字の1■1～｣

Amフ十一マットの文字の人力

ADEフォｰマソトの:史1字の肚力

Am=ノォｰマりトの文牢の山力

父{}二･リ･イズの定我

紗､､父=≠の濃淡をきめる

憧≡工一1引11■1に圭'いての破級をかく

〃尖線をかく

パｰナヤル･ウインドウ幸行う

インクリメンタjレ･モｰド1〔lk11iラ在カ･く

融形雌軸{にする

対以廠十蝋にする

極座楳にする

管晒丁をタｰミナル･スティタスに合→)せる

タｰミナル･スティタヌをイニシャライズナる

図形のu怯を行う

スケｰリノクを行う

タフ1テｰブルをリセットナる

バｰチ十ル･ウインド･ウのサイス'を1洲ぺる

モｰト'を調ぺる

回転､スケｰルフ了クク.一を貝一司べる

タ■ミナルの型を調べる

座懐系を調ぺる

スクリｰンウイント.ウのサイス.を調べる

マｰジンをセソトするo

タブを･ヒットする

ホリゾンタル･タプをfテう

バｰチカル･タプを行う

クｰミナルの型を決める

ADEフォｰマットの文字の入力

ADEフォｰマットの出カ

クプ･テｰブルサイズを決める

スクリｰン■ウイント■ウを行う

これらのサブ･システムのコントロｰルはコマンド言

語を通して行柱われる.このコマンド言語とは利用

者の方で処理したいと望む仕事を依頼したり端未の

開始をコントロｰルしたりまたはファイルをセット

するに当っての処理を行なったりするための命令あるい

は指令のセットである.

図3はTSSの下での端末の操作法フロｰ･チャｰト�
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である.

b.図形文字表示用サブルｰチン･パッケｰジ(PLOT-10)

PLOT-10はプロッタｰやドラフタｰのサポｰト･

ソフトウエアと同樺にサブノレｰチンにより容易に管面

の図形情報や付属装置を制御できるグラフィック･ソ

フトウエアである.各サブルｰチンはユｰザｰのフォ

ｰトラン･プログラムの中へCALL形式でとり込むこ

とができる.

表!はpLOT-10のサフルｰチンｰ覧表である.

皿物理探査におけるグラフィック･ディスプ

レイの利用

測定機器測定方式の進歩にともない大量の物理探査

デｰタが蓄積されるようになり迅速なデｰタ処理解

析カミ要求されて来た.又一つの解析対象地域につい

て複数種(磁気探査重力探査電気探査地震探査

その他)のデｰタが得られることが多く渡りそれらを

用いたより確度の高い地下構造解析法が期待されるよ

うに校った.

物理探査デｰタの解析に当って地下構造が複雑なた

めあるいはデｰタそれ自体のもつ物理的性質により

一義的に地下構造を決定することが出来ないので地質

〆

学的情報他の物理探査デｰタの解析結果等により地下

構造のモデノレを仮定しシミュｰレジョンにより最適構

造を求める方法が良く用いられる.単純な仮定モデ

ノレであれば容易に解を求め得るが少し複雑なモデルに

R自NDO呵D台不自一一TEST

FR㎝(θ.θ〕TO(3㊧.②θe3②.θθθ〕

��

��㌸

?22.柵･

引?.412.

目ユ6.

5θθ.3?3

����

��

��

����

498.→②9,

576.51i･

5θ4.柵359

イ57.

5②3.4②5,

531.35θ.

5eθ.

欄.仙25θ

㌸�㈿�

･･②.385･･….3仰･｡｡工.?8･

��

｡｡.1･･湖･･1枠･39②25②･1…111

68=i3②一121･i16.1θθ.

･粋.11.;θ1･.･･18二､恥.89･･1.72･63･二52･

工→.

円BEROER州DOmD合不自89/329

図4地形のランダムデｰタファイル(数値は標高を表わす)

なると対話型式てたい通常のコンピュｰタを用いた解

析法では最適解を求めるのにかなりの計算時間を要する.

一方グラフィック･ディスプレイを用レニコンピュｰ

タと解析者が対話型式で解析を進める方式においては

解析者の側から

①考えられる地下構造モデルを容易に入力することができる.

②シミュレｰションの過程において解析者は地質学的地

球物理学的知識や多くの解析経験を基にした勘や総合的な判

断(コンピュｰタはこれらの能力に欠ける)をコンピュｰタ

に随時与えることができる.

③観測値とモデルにより計算された理論値のプロファイノレを比

較し地下構造モデルの修正変更に適確荏アドバイスを与

えることができる(人間のもっているパタｰン認識カにより).

このため従来の解析法で数目を要していたものがわ

ずか数分で解析されるようになり又解析の質も一段と

向上させることが可能と狙った.実際最近わが国で

精力的にすすめられようとしている地熱資源探査への

物理探査法の応用についてみると一般に対象地は複雑

地形複雑構造でありこの様狂特長をもつグラフィック

･ディスプレイによる解析法が是非とも必要と怒る.

グラフィック･ディスプレイを用いた対話型式による

物理探査デｰタ解析の試みが今までにいくっか放され

重力解析についてはA弘B(1971)佐原(1976)磁

気解析についてはO眺wAandTsU(1976)比抵抗法

解析については一Jo亘ANs酬(1975)反射法地震解析に

ついてはp五TUR班andN'GUY酬(1974)等がある.

デｰタ処理の分野においてもグラフィック･ディスプ

レイは効果的である.特に地震探査デｰタ処理にお

いて一つの処理プロセスから次の処理プロセスヘ移る

時デｰタに応じて各種パラメｰタの値を決め荏ければな

らたいがグ.ラフィック･ディスプレイを用いたシステ

ムでは各パラメｰタに適当荏値を与え結果をディスプ

レイ画面に表示しパラメｰタの良否を簡単迅速にチ

ェックすることができるため処理能率の大幅な向上を

可能にした.

現在調査所において所有しているソフトウエアを中心

としてグラフィック･ディスプレイ･システムを用い

た物理探査デｰタ処理解析の具体例を以下に示す.

a.重力デｰタ･バンクの作成

重力デｰタは物理探査における一つの基本的なデｰタ

として古くから地質調査所を始めとする諸機関において

測定されて来た.重力デｰタ処理解析にコンピュｰ

タの利用ヂまだ一般化する以前の調査では最終成果は重

力コンタｰ･マップでありコンピュｰタ入力用のグリ�
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ッド･デｰタ･ファイノレは作成されてい粗かった.コ

ンピュｰタの利用が一般化するにつれ個々のコンタｰ

'マップよりグリッド･デｰタ･ファイルをつくりそ

れらをまとめた重力デｰタ･バンクの作成が痛感され

現在その作業を物理探査部において行削･つつある.

コンタ』.マップよりグリッド･デｰタを作成するに

ついてマップ上に格子を切り各格子点上の重力値を

読取りそれをカｰドにパンチする方法は莫大な労力と

時間を要するためグラフィック･タブレット装置を用

いて手間を大幅に軽減する方式を採ることにした.

その手続きは

ブｰゲｰ異常図をタブレット上に置く

↓

等重力線上をグラフ･ペンでなぞる

(ランダム･デｰタの作成)

↓

ランダム･デｰタよりグリッド･デｰタの計算

↓

グリッド･デｰタをディスク磁気テｰプに保管
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これについてこのグラフィック･タ

ブレット上に地形図を置き地形等高線

をグラフ･ペンで汝ぞることにより容

易に地形高度のグリッド･デｰタ･フ

ァイノレを作成することが出来地形補

正計算が簡単に行なえるようになった.

図456はそれぞれ地形高度のラ

ンダム･デｰタ･ファイルランダム

･デｰタ･ファ.イノレより計算した地形

高度のグリッド･デｰタ･ファイル

グリッド･デｰタ･ファイルより描か

れた等高線図の一例をグラフィック･

ディスプレイ上に表示されたものであ

る.

であり人間の介在する所はブｰゲｰ異常図の等重力線

上をグラフ･ペンでなぞることとグリッドの間隔をいく

らにするかを指定するだけである.

また測定された重力値に種々の補正計算を行ない最

終的にブｰゲ異常図とそのグリッド･デｰタ･ファイノレ

を得るわけであるがその際の地形補正計算は地形デｰ

タの読取りが大変であるためかなりの労力を必要とした.

イル

止.磁気異常解析

グラフィック･ディスプレイを用いない解析は通常以下

の流れにそって行たわれる.

空中磁気図

↓

サンプリング位置の決定

↓

磁気値の読取(手作業)

↓

コｰディング(手作業)

↓

カｰドにパンチ(手作業)

↓

初期値の設定

カｰドにパンチ(手作業)

計算機入力

計算実行

計算結果出力

乏

初期値の変疑最適解?

�匀

最終結果

ここに示されるように前処理がかなり繁雑で解析を進

める上での大き抵障害であった.又初期値を与え

最小2乗法により自動的に解を求める方法(津小川

1973)においても初期値の設定の良し悪しによって最

適解が得られる場合と得られない場合がある.最適角峯

が得られ恋かった場合は別の初期値をカｰドにパンチし

て入力し再度計算せねぱたらずロス･タイムが多か

った.

一方グラフィック･ディスプレイを用いた解析法で

は解析者がディスプレイ画面を介してコンピュｰタと

対話しながら解析を進めるため観測磁気値の入力は繁

雑な手作業の代りに必要なパラメｰタをカｰソル又は�



グリッドデｰタファイル
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図7

グラフィック･ディスプレイによる磁気異常の解析
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図6

地形コンタｰマツプ

キｰ･ボｰドより入力するだけで良く又初期値の入力

初期値の変更等も極めて簡単に行なうことが出来る.

又設定した地下構造モデルとそれに対応した理論磁気

値観測磁気値等がディスプレイ画面に迅速に表示され

るため解析者は地質学地球物理学的知識に基づいた

蘭判断を容易に活用し能率的和解析を進めることが

可能である.実際解析能率は従来の方法にくらべ数

十倍も向上した.図7は本解析法のフロｰをディスプ

レイ画面を用いて示したものでありフロｰに従って簡

単な説明を行なう(OGムwAandTsU,1976).

Pane1-1空中磁気図のグリッド･デｰタ･ファイルより解

析を行なわんとする磁気異常を含む領域をキｰ･

ボｰドより入力する.

Pane1-2指定された領域のグリッドデｰタより補間計算を

行ない磁気図を作成し表示する.

Pane1-3表示された磁気図より解析断面位置指定(カニソ

ルを用い断面位置の始点と終点を指定)を行なう.

Pane1-4Pane1-3で指定された断面磁気値を上半平面に

点線で表示する.

Pane1-5,5∫下半平面において推定地下構造モデルを与える.

構造モデルの与え方ほ下部メニュ』欄より適当な

メニュｰを選びそのメニュｰに対応してモデノレ

のパラメｰタをカｰソルまたはキｰボｰドより入

力する.この様にして与えた地下構造モデルに

対応した理論磁気値を計算し上半平面に実線で表

示する(観測磁気値と理論磁気値との標準偏差も

画面上に表示される).ここで観測磁気値と理論

磁気値が許容誤差以上異なっている場合解析者

は試行錯誤により地下構造モデルを変更し両者

の誤差が許容量以下になるようにする.自動的�



に両者の誤差が小さくなるように地下構造モデノレ

を変更し最適解を求める方法もこの段階で選択

することが可能である.

Pane1-6,61Pane1-5,51における試行錯誤の結果得られた最

適地下構造モデルおよびその時のマッチングの状

態を示したもの.

Pane1-7,7'下部に示された分岐メニュｰを適当に選ぶことに

よりフロｰ図に示されるそれぞれのステップヘ

分岐することカ拙来る.

Pane1-8'3次元構造モデルによる解析において得られた最

適構造と磁気コンタｰマップとの相互位慶関係を

みるため両者を同時にディスプレイする.

気デｰタの解析法と同じく本解析法においても

小さくするように構造.を自動的に変更する機能を有して

いる.この機能を有するためコンピュｰタと解析者

カミより相互補完的関係に立つことが可能となっている.

又本解析法では5層までの解析が現在可能である.

d.比抵抗法の解析

J0肌Ns酬(!975)は電気探査(垂直探査)により得ら

れたVES(Vertica1E1ectricSounding)曲線より比抵

抗分布を求めるのにグラフィック･ディスプレイを用い

ている.彼の解析法のフロｰを記すと

｡.重力異常解析

重力は磁力と類似した性質を有するため解析法も磁

気デｰタの解析法に類似する.特に異なる所は磁気

解析においては貫入岩タイプのモデルを仮定することが

多いが重力の解析では層構造モデルを仮定することカミ

比較的多い点である.グラフィック･ディスプレイを

用いた重力異常解析法(佐原1976)においても層構造

モデルにより解析を行なっている.図89はζの重

力異常解析法において磁気異常解析法のPane156

に対店した部分を例示したものである.図8において

上半平面における点線(G)は観測量カ値であり実線

(A)は下半平面(地下断面に相当)に入力された2層

構造モデルにより計算された理論重力値である.又破

線(R)はその時の観測重力値と理論重力値との残差を

示したものである.この残差を小さくするように地下

構造を修正変更するわけであるカミどのパラメｰタを

変更するかを解析者が判断したならば下部に表示され

るメ土ユｰ欄より対麻するメニュｰを選んだのちカ

ｰソノレあるいはキｰ･ボｰドより修正を行なう.磁

測定された比抵抗値をディスプレイ画面上に表示する.

水平層モデルを仮定し初期推定値を与える.

与えられた構造モデルによる理論比抵抗曲線をつくりそれ

をディスプレイ画面上に表示する.

試行錯誤により測定比抵抗値と理論比抵抗曲線カミ重なる

ようにするとその時のモデルが求めるものである.

図10はこの解析法の一例であり①②③の曲線に

対応したパラメｰタは表2に示される.この中で③が

良く一致しているのがわかる.

e.反射法地震デｰタの解析

反射法地震探査に通常のデｰタ･プロセシングを行な

うと時間断面反射記録や各反射層に至る平均の速度

(StackingYe1ocity)が得られる.地下構造があまり

複雑でない(反射層の傾斜カミ比較的ゆるやか)場合には

これらの記録やマイグレｰションにより得られる深度

断面記録図等により容易に構造の解析解釈を行なうこ

とができる.

しかし構造が複雑な場合には他の物理探査デｰタの
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表2図10の曲線①②③のそれぞれに対応したパラメｰタｰで水平

4層モデルにより解析を行なった.

ρ:比抵抗d:深度

解析におけると同様にモデノレ･シミュレｰションによる

解析を行なう必要がある.

図11はモデル･シミュレｰションによる解析フロｰ･

チャｰトである.す放わち速度解析を含む通常のデ

ｰタ処理の結果得られる時間断面反射記録と顕著狂反射

層に至る平均速度をシミュレｰションの基と狂るデｰタ

とする.マイグレｰションにより得られた深度断面記

デｰタ処理

①時間断面記録寺

②速度分布図

憂

�

④毒鵜鐵た･'⑤蓑駕羅めた

堪

①と④NO

②と⑥回疹

が一致?

母…

モデルの

修正

最終結果

図11反射法地震デｰタ解析フロｰ･チャｰト(モデリング)

録図を参考にして初期推定地下構造を与えこのモデル

について地震波の伝播径路時間を理論的に計算し合

成記録速度をそれぞれ求める.時間断面反射記録と

合成記録速度解析による速度と理論的に求められた速

度をそれぞれグラフィック･ディスプレイに表示し会

話型式の試行錯誤により最適構造を求める.

次に本解析法を用いた例を示す(PATUR厄TandN'GU-

�丬���

図12-aは岩塩ドｰムにお1才る時間断面反射記録であ

りドｰムの頂部付近は明瞭な反射がみられるがドｰ

ムの下底部付近は回折波反射波多重反射等が干渉し一

でいるためはっきりと反射波を識別できない.又構

造が複雑なため解析的に区間遠度(Interva1Ve1ocity)

を求めることができない.図12-bは初期推定モデル

でありこれを出発点として試行錯誤により求めた最適

構造が図12-cに示される.図12-cに示されるよう

に構造のみならず区間速度(物性を表わす量)をも決

定することができる.

wおわりに

地質調査所にグラフィック･ディスプレイ装置が導入

されて以来種々のソフトウエアが南発されそれらをフ

ィｰノレド･デｰタに適用して大いにその有効性が確かめ

られている｡又石油開発公団技術センタｰにも同様

のグラフィック･ディスプレイ装置が導入されるなど

コンピュｰタと対話形式により物理探査デｰタの処理

解析を行校おうとする機運がわが国においてもだんだん

高まりつつある.

物理探査においてグラフィック･ディスプレイをより

有効に活用するには現在の重力デｰタ解析法磁気デｰ

タ解析法地震デｰタ解析法等をまとめ対話形式で地

200300仙0500600

“'“

0.一｣

�

㈵

㌵
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図12-a岩塩ドｰムにおける反射法地震探査記録(時間断面)�
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図12-bモデルシミュレｰションにおける初期推定構造

下構造を総合的に解析できるシステムをつくることが必

要であると考えられる.そのための第1歩としてこの

総合解析システムの一部を構成する個々の解析法のうち

で未開発の熱デｰタ屈折法地震デｰタ電磁気デｰタ

等の解析法の作成や基礎デｰタとなる地質物探デｰタ

･バンクの整備等を現在行なっている.

㌮��

19801舳.

〵�〵�〵�〵　

2105･

21ヨ1

参考文献

��������畳�晣潭��牧牡�楣�湧牡癩�

楮����瑩潮����楣�偲潰散瑩湧�漱����

倮����

ぇ����味������杮整楣�����瑩潮

洲岬

図12-c

�

目90

011-2r1貫!汽[

㈱�㈱�㈱�

〃

ヨ2コ3

{ヨ50

仙15

“日日蝸一9

…冒｢!

｡｡OC如棚

…:[

;5一〔

･E=こ/

ヨ900

一

シミュレｰションにより得られた最適構造と速度分布

畳楮��敲慣瑩癥��畴敲杲慰���数�瑯�散��

汯�剥��捨��敲����������㌹

PATUEET,D.andN'GUYEN,T.,1974:SeismicInterPreta･

瑩潮批浥慮�晩�敲慣瑩癥��楮����浥整楮最

楮��������

佐原1976:グラフィック･ディスプレイによる地下構造モデ

ル解釈(第2報)物理探鉱技術協会第34回講演会予稿集

倮㈷

津･小川1973:三次元角柱による磁気異常の自動解析物理

探鉱Vo1.26,No.2,P.40-56

�

㈮

㌮

�

�

東北大学理学部地質学古生物学教室

小高民夫電話(0222)22-1800

日本古生物学会

昭和51年10月4目

(月)

日本古生物学会118

回例会

北海道大学理学部

札幌市北区北10条酉

8丁目

目本古生物学会

仙台市青葉山

･地学団体研究会

1.昭和51年10月9目(土)～11目(月:代休)

2.地学団体研究会30周年記念総会

学術シンポジウム(｢Geo1ogica1Deve1opmentofthe

JapaneseIsland｣をふりかえり新しいrJapan｣を目指

して)

3.東京都千代田区霞ガ関久保ホｰル

4.地学団体研究会

5.東京都豊島区南池袋2-32-12埼玉ビル内

地学団体研究会電話(03)983-3378

･日本鉱山地質学会･日本岩屑鉱物鉱床学会･日本鉱物学会

(三鉱学会)

1.昭和51年10月19目(火)～20目(水)

見学会10月21目(木)～22目(金)

三鉱学会昭和51年度秋期連合学術講演会

鹿児島大学教養部

上記三鉱学会

鹿児島市郡元1-21-30鹿児島大学教養部

浦島幸世電謡(0992)54-7141(内線989990)

日本地球化学会

昭和51年10月五蝸(木)～1㈱(土)

1976年度眞1本地球化学会年会

名古屋大学教養部

目本地球化学会

①気象研究所地球化学部内地球化学会事務所

(166)東京都杉並区高円寺北4-35-8

電話(03)337-1111(内線75)

②名古屋大学水圏化学研究所北野康

(464)名古屋市千種区不老町電話(0ら2)781-5111

6課題討論は次の2題が計画されている

A｢地球化学における軽元素安定同位体研究｣

B｢水圏の有機地球化学｣

〔注〕1.開催年月2.会合名3.会場4.主催者

5.連絡先(掲載順位は原稿到着順)�


